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要 約

冬期の放牧場の草量確保（イタリアンライグラス等の品種選定）するためには、年

内と春の 2 回放牧利用するためのイタリアンライグラスは中性種のタチムシャ、中晩

生種のマンモスＢが牛の利用草量の面から適していると考えられた。硝酸態窒素濃度

が非常に高くなるので利用時には分析と他の飼料との組み合わせ等を検討する必要が

ある。放牧牛の側からも健康状態には大きな障害は認められなかったが、イタリアン

ライグラス１番草利用時の血中ＢＵＮ濃度が非常に高く、ＧＯＴも高く推移しており

肝機能の障害が伺われた。逆に、稲ＷＣＳ利用時は血中ＢＵＮ濃度が低く、イタリア

ンライグラスとの併用が望ましいと考えられた。

ライ麦については、生育が進むと急激に放牧利用性が落ちるが早春利用性の検討も

必要である。
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緒 言

和牛繁殖経営においては放牧は低コスト・

省力化が図られるため推進されており、耕作

放棄地の放牧による有効利用も進められてい

る。

一方、和牛繁殖経営は県の中北部に多く、

県南の放牧場へ牛を移動させて放牧する南北

間移動は行われつつあるが、県中北部での冬

期間の放牧は行われていない。これは、冬期

間は放牧草量が確保できないことが大きな要

因である。また、冬期間を含めた周年屋外飼

養技術として稲の立毛放牧や圃場での稲ＷＣ

Ｓを給与する技術があるが普及が進んでいな

い。そこで、県中北部での冬期の放牧場の草

量確保のためにイタリアンライグラスを用い

る技術として、適品種の選定を検討するとも

に、繁殖和牛にイタリアンライグラスの年内

草のみを給与した場合に牛の健康に及ぼす影

響を検討した。あわせて、稲ＷＣＳを補助飼

料として利用する方法を検討した。

材料及び方法

１ 冬期の放牧場の草量確保（イタリアンラ

イグラス等の品種選定）

水田を用いて冬期の放牧草を確保する手法

として、イタリアンライグラス等を水稲収穫

後に播種し、冬期の 1 番草と春の再生草の 2

回放牧利用するのに適した品種を検討した。

１）供試草種、品種

供試草種はイタリアンライグラスとライ麦

とし、供試品種は、イタリアンライグラス：

シワスアオバ、ワセアオバ、タチムシャ、マ

ンモスＢ、ライ麦：春一番とした。

２）耕種概要

2008 年 9 月 25 日に水稲収穫後の水田をロー

タリで耕耘後、化成肥料を施肥し、直後に背

負い式動力撒布機で播種し、パッカで鎮圧し

た。

施肥量は、窒素、リン酸、カリをそれぞれ

0.6kg/a を全量元肥として施用した。播種量は、

イタリアンライグラスは 300g/a、ライ麦は

1,000g/a とし散播した。堆肥は施用しなかっ

た。また追肥も行わなかった。

３）試験区

試験区を図-1 に示した。1 区画 5.6m × 27m

の試験区を 15 区画設置し、５品種が南北に並

ぶように配置した。
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図-1 試験区の配置

４）放牧方法

放牧方式は、集約放牧とし、水田全体を 2

線の電気牧柵で囲い、フロントラインとバッ

クラインを 1 線の電気牧柵で区切り幅約 10m

とし 1 日に 2 ～ 2.5m 放牧区域を移動させた。

1 番草は、12 月 18 日から 1 月７日まで放牧

利用し、再生草は 4 月 17 日から 6 月 10 日ま

で放牧利用した。

放牧牛は、繁殖和牛成雌 3 頭を用いた（写

真-1）。

５） 調査項目

調査項目は、放牧前及び放牧利用後の草丈、

生草量、乾物草量、放牧前草の飼料の一般 6

成分、硝酸態窒素とした。

調査は、1 番草の放牧開始前の 11 月 20 日と

放牧利用中の 12 月 19 日、12 月 24 日、1 月 6

日、再生草は、4 月 22 日、5 月 7 日、6 月 1 日

に行った。

２ イタリアンライグラス等と稲ＷＣＳを活

用した冬期屋外飼養技術の検討

写真-1 放牧試験状況

2008 年度は、試験１のの試験草地を活用し、

冬期屋外飼養を行い、イタリアンライグラス

等の１番草利用と再生草利用期の間に稲ＷＣ

Ｓを給与し、放牧牛の健康状態を検討した。

2009 年度は稲立毛放牧と稲ＷＣＳを活用した

冬期放牧を実施した。また、稲ＷＣＳの簡易

型給与装置について試作、検討した。

１）供試牛：黒毛和種繁殖牛３頭

２）飼養体系：

イタリアンライグラス、ライムギ草地（１番

草、30a × 2、2008/12/1 ～ 3/5）

稲ＷＣＳ(2009/3/5 ～ 4/8)

イタリアンライグラス、ライムギ草地(再生

草、30a、2009/4/8 ～ 6/1)

稲立毛放牧 (20a、2009/11/9 ～ 2010/1/8)

稲立毛放牧＋稲ＷＣＳ(10a、2010/1/8 ～

2/23)

３）調査項目：体重、血液性状

結 果

１ 冬期の放牧場の草量確保（イタリアンライ

グラス等の品種選定）

１）草丈及び草丈利用率

1 番草と再生草の放牧前草丈と草丈利用率を

表-1 に示した。草丈利用率は、（放牧前草丈

－放牧利用後草丈）／放牧前草丈× 100 で算

出した。

1 番草の放牧前草丈は、イタリアンライグラ

スは、67 ～ 70cm で品種間に差はないが、ライ

麦の春一番は 55cm と低かった。1 番草の草丈

利用率はマンモスＢ、ワセアオバ、タチムシ

ャ、春一番、シワスアオバの順に高く、シワ

スアオバは、利用時期が遅くなると急激に低

下した。春一番は、放牧利用期間を通して低

かった。

再生草の草丈は、4 月 22 日には、84 ～

148cm で春一番が 148cm と大きく、次いでマン

モスＢが 100cm であった。5 月 7 日では 119 ～

190cm、6 月 1 日では、151 ～ 207cm となった。

草丈利用率はイタリアンライグラスは、5 月 7

日の 2 回目調査では 87 ～ 90%と高いが、春一

番は 24%と大きく低下した。6 月 1 日では、26

～ 44%とイタリアンライグラスも大きく低下し

た。
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表-1 放牧前草丈と草丈利用率

２）放牧前生草量及び生草利用量

１番草と再生草の放牧前生草量と生草利用

量を表-2 に示した。生草利用量は、放牧前生

草量－放牧利用後生草量で算出した。

1 番草の放牧前生草は、マンモスＢを除いて、

1 回目が多く、2 回目、3 回目は低下した。3

回の平均は 227 ～ 294kg/a でタチムシャ、マ

ンモスＢが多かった。生草利用量は、1 回目は

春一番が 371kg/ａ、シワスアオバが 290kg/a

と良好であったが、この 2 品種は、2 回目以降

急激に利用量が低下した。マンモスＢは利用

量が低下しなかった。

再生草の放牧前草量は、平均で 324 ～

473kg/a でマンモスＢとタチムシャが多かった。

利用量もマンモスＢ、タチムシャが多く、春

一番は急激に低下した。

表-２ 放牧前生草量と生草利用量

３）放牧前乾物草量及び乾物利用量

1 番草と再生草の放牧前乾物草量と乾物利用

量を表-3 に示した。乾物利用量は、放牧前乾

物草量－放牧利用後乾物生草量出した。

1 番草の放牧前乾物草量は平均で 31.8 ～

39.4kg/a でタチムシャ、マンモスＢが多かっ

た。乾物利用量は、平均で 9.3 ～ 32.7kg/a で

シワスアオバ、春一番が小さかった。

再生草では、放牧前乾物草量は、71.2 ～

93.3kg/a でシワスアオバが少なかった。

乾物利用はイタリアンライグラスは 63.2 ～

83.1kg/a でマンモスＢ、タチムシャが多かっ

た。春一番は、4.3kg/a と非常に低かった。
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表-3 放牧前乾物草量と乾物利用量

４）飼料成分と硝酸態窒素含量

1 番草及び再生草の飼料成分と硝酸態窒素含

量及び生育ステージを表-4 に示した。 1

番草は、放牧利用前の 11 月 20 日では、ＤＭ

率が 10%未満であったが、放牧開始時のは 12

月 19 日には 13.1 ～ 20.6%となり、1 月 6 日で

は変化は少なく、春一番が最も高かった。

ＣＰは放牧開始前は 21.2 ～ 25.7%と非常に高

いが、1 月 6 日には、16.5 ～ 19.9%に低下した。

生育ステージはシワスアオバを除き伸長期で、

シワスアオバは出穂揃いであった。

硝酸態窒素は非常に高く、放牧開始時の 12

月 19 日では、ＤＭ中 1690 ～ 9400ppm であり

マンモスＢが最も高かった。春一番は利用時

には大きく低下した。

再生草のＤＭは、シワスアオバは 3 月 24 日

から 5 月 7 日まで 14.0 ～ 16.8%と変化が無か

ったが、タチムシャ、マンモスＢ、春一番は 5

月７日には高くなった。ＣＰはシワスアオバ

以外は 4 月 22 日、5 月 7 日には大きく低下し

た。硝酸態窒素は 190 ～ 2410ppm と 1 番草に

比べて低かった。

表-4 放牧前草の飼料成分と生育ステージ
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２ イタリアンライグラス等と稲ＷＣＳを活用

した冬期屋外飼養技術の検討

１）2008 年度の冬期屋外飼養期間の放牧牛体

重、健康状態の推移

イタリアンライグラスとライ麦草地を用い

た屋外飼養期間において、放牧牛の体重は、

放牧開始時（2008.11.9）から放牧期間を通じ

て増加していた。イタリアンライグラス・ラ

イ麦草地放牧時では、転牧前の牧区草量の減

少により体重がやや減少した。また、稲ＷＣ

Ｓ給与は、イタリアン１番草と再生草の繋ぎ

として利用し、後述簡易給与装置を用い、１

日４時間の制限給与とした。稲ＷＣＳ給与期

(2009.3.5 ～ 4.8)の体重はやや減少した。イ

タリアン再生草放牧期(2009.4.8 ～ 6.1)の体

重は増加した（図-2）。健康状態として、血

液性状（ヘマトクリット値、血糖、総コレス

テロール、尿素態窒素（ＢＵＮ）、総タンパ

ク、アルブミン、カルシウム、無機リン、Ｇ

ＯＴ、ＧＧＴ）を調査した。イタリアンライ

グラス等１番草利用放牧時に蛋白代謝の指標

となるＢＵＮ濃度が基準値）の上限を上回っ

たが、稲ＷＣＳおよび、再生草利用時は基準

値で推移した（図-3）。また、肝機能の指標

となるＧＯＴについてもイタリアンライグラ

ス等１番草利用放牧時に基準値上限値を大き

く上回った（図-4）。その他の項目には大き

な異常は見られなかった。

図-2 イタリアン冬期放牛の体重の推移 図-3 イタリアン冬期放牧時の血中

ＢＵＮ濃度の推移

図-4 イタリアン冬期放牧時の血中

ＧＯＴの推移
図-5 稲立毛放牧時の体重の推移
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写真-2 稲立毛放牧

２）2009 年度の冬期屋外飼養期間の放牧牛体

重、健康状態の推移

2009 年度は稲立毛放牧とイタリアンライグ

ラス＋稲ＷＣＳを組み合わせた冬期屋外飼養

を予定していたが、イタリアンライグラスの

生育不良により、稲立毛放牧(2009.11.9 ～

2010.1.8、写真-2)および、稲立毛放牧＋稲Ｗ

ＣＳ(H22.1.8 ～放牧中)で冬期放牧を実施した。

放牧牛の放牧期間の体重の推移を図-5 に示し

た。放牧牛の体重は、稲立毛放牧時はほぼ横

ばいで推移したが、放牧牛のうち１頭が強か

ったため、２頭の体重が低下した。また、稲

も痛んできたため、稲ＷＣＳを組み合わせて

給与したところ、体重は増加に転じた。

また、血液性状では、稲立毛放牧時の血中

ＢＵＮ濃度は基準値の下限以下推移し、稲Ｗ

ＣＳ給与後も２頭で基準値の下限以下で推移

した(図-6)。血中ＡＬＢも２頭で基準値の下

限値以下で推移した(図-7)。また、血中Ｃａ

も基準値の下限よりも低く推移した(図-8)。

しかし、健康面での異常は認められなかっ

た。

図-8 稲立毛冬期放牧時の血中カルシウム

濃度の推移

図-7 稲立毛冬期放牧時の血中ＡＬＢ

の推移

図-6 稲立毛冬期放牧時の血中ＢＵＮ濃

度の推移
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３ 稲ＷＣＳ給与装置の検討

飼料稲の作付け拡大もあり、稲ＷＣＳが酪

農家の間では広く使用されてきている。しか

し、和牛繁殖農家では大型のトラクターやフ

ォークリフトを所有していない農家が多い。

このため、稲ＷＣＳが使いやすい飼料である

が、そのハンドリングの悪さから使えないこ

とが考えられる。このため、稲ＷＣＳを水田

等に並べておき、稲ＷＣＳを移動するのでは

なく、牛を連れて行き、そこで給与すること

で容易に利用することが可能となる(図-9）。

簡易給与装置はコンクリート型枠用の塗装

コンパネを利用し、四方にフタをつけ、フタ

を閉めることで給与制限が可能な形とした(写

真-3）。しかし、重量が重く、四方の板と天

蓋合わせた総重量は 80kg あり、ボルトで連結

したため、移動に手間がかかることが欠点で

あった。製作費は約３万円であった。

次に、軽量型として、アルミ角パイプとア

ルミ複合板を利用した給与装置を作成した

（写真-4 ～ 8）。軽量型は、重量 50kg とコン

パネ製に比べ、30kg の軽量化ができた。また、

兆番と留め金で連結することで、移動時の組

み立ても簡単に行うことが可能。作成費約９

万円であった。

図-9 稲ＷＣＳを用いた放牧イメージ

写真-3 コンパネ製給与装置

写真-5 軽量タイプの組み立て ①

写真-4 軽量タイプ給与装置

写真-6 軽量タイプの組み立て ②
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写真-7 軽量タイプの組み立て ③

写真-8 軽量タイプでの給与状況

考 察

１ 冬期の放牧場の草量確保（イタリアンラ

イグラス等の品種選定）

冬期の放牧期間の延長を目的に、イタリア

ンライグラス及びライ麦の品種比較を実施し

た。12 月～ 1 月上旬の 1 番草と 4 月～ 5 月の

再生草の 2 回を放牧利用することを前提に、

春に採草する場合に比べ播種を早めることに

より 2 度の利用が全品種で可能であった。

1 番草では、草丈利用率、生草利用量、乾物

利用量とも、ワセアオバ、タチムシャ、マン

モスＢが良好であった。年内に出穂する超極

早生のシアスアオバは放牧前の乾物量は早生

～中晩生品種と同等の 34.3kg/a あったが、生

育ステージが進み出穂を始めると他品種と比

べ採食量が極端に低下した。これは生育ステ

ージが進むことにより硬化が進んだこと、12

月下旬に積雪がありシワスアオバのみ雪害が

見られ嗜好性が低下したことが要因と考えら

れた。ライ麦の春一番も生育が進むにつれ嗜

好性が低下し乾物利用量が低下した。

再生草では、イタリアンライグラスは、草

丈利用率は大きく差は無かったが、生草、乾

物利用量では、マンモスＢ、タチムシャが良

好であった。春一番は大きく劣った。これは、

放牧時の生育ステージがイタリアンライグラ

スに比べて進みすぎていたことが要因で、早

い時期の放牧であれば、利用率は好くなると

考えられた。

これらのことから、利用量面からはイタリ

アンライグラスの中生のタチムシャ、中晩生

のマンモスＢが品種として放牧に適している

と考えられた。ライ麦は、春先の生育が早い

ため、早春に短期間で集中して放牧する場合

など利用可能であると考えられた。嗜好性に

ついても、伸長期ではイタリアンライグラス

と差が無く、硝酸態窒素も早い時期に低減す

る傾向があるので利用方法によっては有効で

ある可能性はある。

一方、飼料成分では硝酸態窒素が、1 番草の

利用始めには、非常に高くなり特にマンモス

Ｂで高かったので今後低減等の検討が求めら

れる。また、硝酸態窒素の給与安全値につい

ても繁殖和牛に関して明確な指針が無く、日

本でのガイドライン（関東東海地域飼料畑土

壌診断基準検討会）の 1 日の摂取量 0.111g/kg

体重を当てはめると 400kg の牛では 44.4g が

摂取限界にあたる。今回の放牧試験では、1 日

の採食面積を 70m2（2.5m × 28m）とすると

ＤＭ採食量は、1 頭あたり 4.82kg となり、限

界濃度は 44.4g/4.82kg の 9200ppm となる。一

方、一般にいわれる飼料中濃度 2000ppm を大

きく超える濃度であり検討が必要である。 当

面は、硝酸態窒素含量を測定し、硝酸態窒素

の蓄積が少ないイネＷＣＳ等を放牧に組み合

わせる等の注意が必要と考えられた。

また、ＣＰが非常に高かく、日本飼養標準

成雌維持の養分含量 12.0%を大きく上回ったが

妊娠牛であったため繁殖に及ぼす影響は認め

られなかった。

２イタリアンと稲ＷＣＳを活用した冬期屋外

飼養技術の検討

周年屋外飼養技術開発のため、特に問題と

なる冬期間の屋外飼養技術について、イタリ

アンライグラス試験草地及び、水田を活用し

て冬期放牧を実施した。放牧期間中の体重は

イタリアンライグラス１番草、再生草利用時
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に増加しており、放牧牛の健康状態に異常は

認められなかった。しかし、イタリアンライ

グラスのＣＰ含量が高く、また、硝酸態窒素

も非常に高く、１番草利用時の血中ＢＵＮ濃

度は正常範囲を大きく超えており、また、肝

機能の指標となるＧＯＴについても大きく上

限を上回っており、タンパクの分解を行う肝

臓への負担が大きいと思われる。逆に、稲Ｗ

ＣＳ及び、稲立毛放牧時では稲のＣＰ含量が

少ないため、血中ＢＵＮ濃度、ＡＬＢ濃度と

もに基準値の下限を下回っていた。またＣａ

濃度も基準値以下で推移しており何らかの補

給が必要と考えられた。イタリアンライグラ

スと稲ＷＣＳを組み合わせることでバランス

を取ることが可能と考えられる。

稲ＷＣＳ簡易給与装置は飼料のロスが少な

く、稲ＷＣＳの有効活用に結びついた。軽量

型では天蓋を固定しなかったため、牛が天蓋

をはずしてしまうことがあったが、留め金で

天蓋も固定することで強度の改善につながる

と思われる。
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